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本研究課題の目的意識
国土強靭化政策大綱；災害廃棄物対策が巨大災害
時の重要な施策として位置付け 
災害廃棄物対策グランドデザイン（環境省） 
巨大災害への対応を考慮した総合的な災害廃棄物対策 
膨大な災害廃棄物の円滑な処理の確保 
東日本大震災の教訓を踏まえた発災前の周到な事前準
備と発災後の迅速な対応等 
簡便かつ精度よく災害廃棄物要処理量を把握する
手法 
事前の災害廃棄物処理計画策定，事後の実行計画策定
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本研究課題の目的意識



本研究課題の目的
災害廃棄物の要処理量を把握するための手法を開発し，
その社会実装システムを構築する 
発災前と発災後との2つのアプローチ 
発災前：地域防災計画における災害想定と連携した
WebGIS（ウェブマッピングシステム）上での災害廃棄
物量推定システム 
発災後：迅速な被害状況把握システム「被災状況マップ」
と連動した災害廃棄物量把握システム
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これらのシステムが，基礎自治体における災害廃棄物処理計画策
定と災害対策の拡充・迅速な処理実行計画策定に資する

本研究課題の目的



研究概要と研究体制
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平成28年度

発
災
前

発
災
後

平成29年度 平成30年度
（１）WebGISによる災害廃棄物量推定システムの開発（名大・平山）

（２）GIS上での災害廃棄物種類別要処理量の把握手法（国環研・大迫，山田，名大・平山）

（３）被災状況マップによる災害廃棄物量推定システム（防災科研・林，名大・平山）

地域防災計画における
災害ハザード情報を用
いたWebGISシステム

災害廃棄物WebGISシス
テム（DDWeb）の実用

化の検討

WebGISシステム
（DDWeb）の社会実装

GISシステムに適応した
種類別要処理量の把握

手法の検討

種類別要処理量モデル
構築と石綿含有災害廃
棄物量把握手法の検討

WebGISシステム
（DDWeb），被災状況
マップへの統合

被災状況マップの建物
被害情報を用いた災害
廃棄物量推定手法開発

被災状況マップ（災害
廃棄物）の開発と質の
推定モデルの構築

被災状況マップ（災害
廃棄物）の社会実装

組み込み 組み込み

組み込み 組み込み

研究概要と研究体制



災害廃棄物廃棄物情報

被害情報災害情報
災害廃棄物量把握システム
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QuakMap1)

空間結合 on ArcGIS

計測震度分布 
simesh

H22国勢調査 
H27国勢調査
市区町村コード 
人口(001) 
世帯総数(259) 

共同住宅世帯数(284)

住宅被害関数2)
INT 

（GeoTIFF形式）

H25住宅・土地統計調査
都道府県別の住宅総数，世

帯総数（第2表） 
住宅の種類，構造，建築の
時期別住宅数（第4表）

建築の時期別の木造・非木造住宅分布 
woodenhouse, buildinghouse

全壊率，全半壊率 
建築の時期，木造・非木造 

buildingfragility

被害棟数分布（全壊・半壊） 
damagewcc, damagebcc, damagewmc, damagebmc

被害棟数（木造・非木造）分布の算出

災害廃棄物量原単位 
ddperunit

災害廃棄物量の算出

災害廃棄物量分布（disasterdebris）

ごみ総排出量 
wasteyear

H26一般廃棄物処理実態調査結果
市区町村別災害廃棄物量，災害廃棄物量相対値 

disasterdebriscity, rqdd

1)WebGISによる災害廃棄物量推定システムの開発

©平山修久, 2016



2016年熊本地震計測震度分布（QuakeMap）
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2016年4月14日21:26 Mj6.5 2016年4月16日01:25 Mj7.3
©産業総合技術研究所：地震動マップ即時推定システム

1)WebGISによる災害廃棄物量推定システムの開発



災害廃棄物量の推定結果
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災害廃棄物最大

災害廃棄物量（トン）

23 - 100

101 - 250

251 - 500

501 - 1000

1001 - 2500

2501 - 5000

5001 - 7500

7501 - 10000

10001 - 20000

20001 - 30000

災害廃棄物最大

災害廃棄物量（トン）

23 - 100

101 - 250

251 - 500

501 - 1000

1001 - 2500

2501 - 5000

5001 - 7500

7501 - 10000

10001 - 20000

20001 - 30000

©平山修久, 2016

1)WebGISによる災害廃棄物量推定システムの開発



推定結果の検証
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©平山修久, 2016

1)WebGISによる災害廃棄物量推定システムの開発

処理実績：303.1万トン，H27ケース3：321.7万トン



岡山県倉敷市真備町における 
浸水深の推定結果（暫定値）

 10©名古屋大学国土デザイン研究室　中村晋一郎，伊藤悠一郎,2018

浸水面積：約9km2，推定浸水量：1,471万m3，平均浸水深：1.6m

1)WebGISによる災害廃棄物量推定システムの開発



岡山県倉敷市真備町における 
災害廃棄物量の推定結果（暫定値）
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災害廃棄物量：36,317トン～162,604トン 
倉敷市の一般廃棄物処理量（H28） 

183,995トン，2.4ヶ月分 
旧真備町では4.8年～21.6年 

浸水面積：約9km2， 
推定浸水量：約1,471万m3 
平均浸水深：1.6m 

過去の水害と比較： 
2015年常総水害 
浸水面積：約40km2 

推定浸水量：約3,800万m3，平均浸水深：1.0m 
災害廃棄物量：52,494トン 

2000年東海豪雨 
浸水面積：約110km2，災害廃棄物量：81,400トン

©平山修久, 2018

1)WebGISによる災害廃棄物量推定システムの開発



2016年熊本地震における 
化学物質汚染ポテンシャル
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2)GIS上での災害廃棄物種類別要処理量の把握手法



2016年熊本地震での種類別要処理量
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2)GIS上での災害廃棄物種類別要処理量の把握手法
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GIS上における推定結果
熊本県災害廃棄物処理実行計画による



2016年熊本地震における時間別での 
災害廃棄物の質的把握
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公費解体後の災害廃棄物量原単位

2)GIS上での災害廃棄物種類別要処理量の把握手法



被災状況マップ
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3)被災状況マップによる災害廃棄物量推定システム



2016年熊本地震震度別暴露建物棟数
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3)被災状況マップによる災害廃棄物量推定システム



防災分野と連携した災害対応システム提案
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2)GIS上での災害廃棄物種類別要処理量の把握手法  
3)被災状況マップによる災害廃棄物量推定システム

��������

��������

��������

���


���
�

����
�

����
�	��

 ��var.1�����!

 ��var.1�����!


�����

 ��	��!

り災証明発行のためのデータベース構築システム

$��"
���#

�!�
��
����

��	�
��

����

����

��!��

��!��

����� ���

被災者台帳システム
公費解体業務 
解体業務進捗管理 

+ 
がれき量推定 
原単位（種別） 

+ 
環境モニタリング 
構造・建築年 
アスベストの把握

建物被害認定調査業務に
おいて家屋の構造・建築
年データをおさえる



災害直後での災害廃棄物量把握

基盤データ入手（国勢調査，住宅・土地統計調査，一
般廃棄物処理実態調査）（0分～数時間） 
震度・浸水深データ入手（数分～数時間～数日） 
データ前処理・空間結合（30分～1時間） 
災害廃棄物量・質の算出（4分）
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研究全般



災害廃棄物把握システムの実践的展開
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災害廃棄物収集運搬モデルの構築

巨大地図を用いた災害廃棄物ワークショップの検討
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研究全般



科学的意義

行政ニーズ：基礎自治体において発災後速やかに災害
廃棄物処理の実行計画が策定できるよう、自治体の職
員が発災時においても簡便に災害廃棄物の要処理量を 
種類別(処理困難物や有害性廃棄物も含めて)に把握す
るための一連の手法を開発する。 
環境工学、廃棄物工学、防災学という分野融合での新
たな災害廃棄物分野の構築や、災害廃棄物量的質的管
理システムに基づく減災・国土強靭化（ナショナル・
レジリエンス）などの災害環境マネジメント学の構築
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科学的意義



環境政策への貢献
大規模災害時に、被災地自治体において発災害後、速
やかに災害廃棄物処理の実行計画が策定できるよう、
自治体の職員が発災時においても簡便に災害廃棄物の
要処理量を種類別に把握するための手法の開発が求め
られている（環境省グランドデザイン，2015）。 
大規模災害時における迅速かつ適正な災害廃棄物処理
の実現 
2016年4月熊本地震，2018年西日本豪雨災害，2018
年北海道胆振東部地震での災害廃棄物量・質の把握 
三重県，大分県，愛媛県での災害廃棄物対策研修 
防災分野と連携した災害対応システムの提案
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環境政策への貢献



研究成果
誌上発表（査読あり） 

平山修久，大迫政浩，林春男：災害初動期における災害廃棄物量の把握システムの構築-2016年熊本地震でのケー
ススタディによる-，地域安全学会論文集，30，2016-069;1-7(2017) 
多島良，平山修久，高田光康，宗清生，大迫政浩：災害対応マネジメントの観点からみた災害廃棄物発生量推計
方法の現状と展望，廃棄物資源循環学会論文誌，29，104-118(2018) 
平山修久，永田尚人，上村俊一，河田惠昭：南海トラフ巨大地震時における災害廃棄物処理に係る災害対応リソー
ス，地域安全学会論文集，33，157-164(2018)　2018年地域安全学会年間優秀論文賞 

その他誌上発表 
平山修久，濱田俊介，岩下信一，眞鍋和俊：災害初動時でのメッシュ法による災害廃棄物量の推定手法の検討，
第27回廃棄物資源循環学会研究発表会講演論文集2016，151‒152 (2016) 
平山修久，上村俊一，永田尚人，河田惠昭：2016年熊本地震と1995年阪神・淡路大震災の比較検討による災
害廃棄物量低減策，第28回廃棄物資源循環学会研究発表会講演論文集2017，165-166(2017) 
太田智大，平山修久：仮置場の確保面積と収集運搬効率を考慮した災害廃棄物の処理フローモデルの構築，環境
衛生工学研究，32(3)，4-6(2018) 
平山修久，永田尚人，上村俊一，河田惠昭：災害対応リソースからみた南海トラフ巨大地震での災害廃棄物処理
期間に関する検討，第29回廃棄物資源循環学会研究発表会講演論文集2018，147-148(2018) 
太田智大，平山修久，亀田一平：仮置場の確保面積と収集運搬効率からみた災害廃棄物目標処理期間の検討，第
29回廃棄物資源循環学会研究発表会講演論文集2018，153-154(2018) 
平山修久，伊藤悠一郎，中村晋一郎：平成30年7月豪雨による岡山県倉敷市真備町の災害廃棄物（速報値）の推
定，日本災害情報学会第20回学会大会予稿集，18‒19(2018)
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研究成果
口頭発表（学会等） 

平山修久：災害廃棄物処理を考慮した今後の廃棄物処理計画，第27回廃棄物資源循環学会計画研究部会企画セッション，和歌山市，2016年9月27日 
平山修久：災害直後での災害廃棄物量把握システムの構築，第10回名古屋大学-防災科学技術研究所研究交流会，東京都，2016年8月20日 
平山修久：災害廃棄物発生量の推計手法とその課題，廃棄物地盤工学会「熊本地震災害廃棄物管理におけるドローン利活用の最前線」，福岡市，2016
年12月10日 
平山修久：防災の観点からみた災害廃棄物管理に関する動向，廃棄物資源循環学会「第28回廃棄物資源循環学会研究発表会企画セッション」，東京都，
2017年9月7日 
平山修久：災害廃棄物の状況，水道システムの水害リスク，名古屋大学減災連携研究センター2018年夏季集中セミナー，愛知県，2018年8月1日 
平山修久：南海トラフ地震における災害廃棄物問題，第16回名古屋大学ー防災科学研究所研究交流会，愛知県，2018年9月22日 
平山修久：首都直下地震における災害廃棄物対策，日本プロジェクト産業協議機会防災委員会，東京都，2018年10月17日 
平山修久：災害廃棄物処理からみた我が国の災害対応リソース，東海地域研究会，愛知県，2019年1月21日 

自治体における研修等 
あいち・なごや強靭化共創センター，自治体職員研修 ，愛知県，2017年6月16日 
三重県，災害廃棄物処理SP人材育成，三重県，2017年8月28日 
愛媛県，平成29年度災害廃棄物対策ワークショップ，愛媛県，2017年9月12日 
あいち・なごや強靭化共創センター，防災・減災カレッジ，愛知県，2017年10月28日 
名古屋市熱田区消防，熱田区防火管理者協議会，愛知県，2017年11月28日 
稲沢市，防災講演会いなざわ，愛知県，2018年2月4日 
名古屋市東区防災ネットワーク，第7回東区地震を考える集い，愛知県，2018年2月10日 
あいち・なごや強靭化共創センター，行政人材育成研修，愛知県，2018年6月11日 
三重県，災害廃棄物処理SP人材育成，三重県，2018年7月19日 
あいち・なごや強靭化共創センター，防災・減災カレッジ，愛知県，2018年7月28日 
幸田町，幸田町防災講演会，愛知県，2018年10月30日 
一宮市，一宮市自主防災リーダー研修会，2018年12月8日 

知的財産権 
平山修久：名古屋大学；「処理装置および処理方法」，特許出願中，特許出願番号2017-051375，平成29年3月16日
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研究成果

国民との科学・技術対話 
名古屋大学減災連携研究センターシンポジウム「熊本地震から学び，今後に備える！」「災害後の
ライフライン対応と災害廃棄物対応」（主催：名古屋大学減災連携研究センター，2016年6月30日，
減災館減災ホール，参加者約200名）にて成果紹介 
第67回げんさいカフェ「熊本地震での災害廃棄物対応」（主催：名古屋大学減災連携研究センター，
2016年12月14日，参加者約70名）にて成果紹介 
第128回防災アカデミー「災害廃棄物対策を考える」（主催：名古屋大学減災連携研究センター，
2017年2月21日、参加者79名） 
名古屋大学減災連携研究センター第22回特別企画展「熊本地震から1年」 
平成30年度名古屋大学減災連携研究センターシンポジウム「環境災害」（主催：名古屋大学減災連
携研究センター，2018年6月21日，減災館減災ホール，参加者約120名）にて成果紹介 

マスコミ等への公表・報道等 
熊本日日新聞（2016年9月23日） 
東海北陸あさラジオ（2016年12月30日）
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